
令和６ 年度第２ 回静岡市食育推進会議 

 

              日時： 令和７ 年１ 月 29 日（ 水） 15 時 30 分～17 時 00 分 

               会場： 静岡市役所新館９ 階 特別会議室 

 

次     第 

 

 １  開 会 

 

２  報 告 

（ １ ）  第４ 次静岡市食育推進計画における 評価方法について 

 

 

（ ２ ）  第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票について 

 

 

  （ ３ ） 市食育事業について 

 

 

 ３  議 事 

  （ １ ） 第４ 次静岡市食育推進計画における 中間見直し について 

 

 

  （ ２ ） 静岡市の食の取組について（ 意見交換）  

・ 貴団体等における 食育の現状について 

 

 

 ４  閉 会 



任期　 R5. 6. 1～R7. 5. 31 R6. 6月現在

所属・ 団体 役職 氏名

1 し ずおか市消費者協会 理事 青木
あおき

　 良子
よしこ

2 市民委員 ― 梅木
うめき

　 幹子
みきこ

3 静岡市校長会 賤機北小学校長 小田
おだ

　 泰子
やすこ

4 関東農政局　 消費・ 安全部 消費生活課長 柏谷
かしわや

　 広樹
ひろき

5 一般社団法人　 静岡市清水医師会 理事 門田
かどた

　 景介
けいすけ

6 一般社団法人　 静岡市静岡歯科医師会 副会長 木下
きのした

　 博雄
ひろお

7 公益社団法人　 静岡県栄養士会 副会長 久保田
くぼた

　 美保子
みほこ

8 静岡県立大学 食品栄養科学部 教授 桑野
くわの

　 稔子
としこ

9 市民委員 ― 新谷
しんや

　 琴美
ことみ

10 市民委員 ― 杉浦
すぎうら

　 元昭
もとあき

11 静岡商工会議所 常務理事 松浦
まつうら

　 高
たか

之
ゆき

12 静岡市公立こ ど も 園園長会 中田こ ど も 園長 水谷
みずたに

　 智美
ともみ

13 静岡市農業協同組合 代表理事組合長 三津山
みつやま

　 定
さだむ

14 由比港漁業協同組合 代表理事組合長 宮原
みやはら

　 淳一
じゅんいち

15 静岡市食生活改善推進協議会 会長 渡邉
わたなべ

　 良子
りょうこ

（ 敬称略） 五十音順

静岡市食育推進会議委員一覧



「 事業評価」
当該年度実施計画を基準値と し て、
Ａ ～Ｄ の４ 段階で評価

Ａ 評価： 8 0 ％以上達成 C評価： 5 0 ％未満達成
Ｂ 評価： 5 0 ％以上8 0 ％未満達成 D評価： 実施なし

A評価： 85.6%

B評価： 10.6%

C評価： 1.0% D評価： 2.9%
令和５ 年度事業評価（ A～D評価）

「 事業評価」 ※第４ 次食育推進計画から の評価方法
当該年度実施計画を 基準値と し て、
Ｓ ～Ｃ の４ 段階で評価

Ｓ 評価： 1 0 5 ％以上達成 Ｂ 評価： 7 0 ％以上9 0 ％未満達成
A 評価： 9 0 ％以上1 0 5 ％未満達成 Ｃ 評価： 7 0 ％未満達成

S評価： 4.8%

A評価： 77.9%

B評価： 10.6%

C評価： 6.7%

（ 参考） 令和５ 年度事業評価（ S～C評価）



◎： 目標数値を 達成する 上で最も 影響のある 事業

第３ 次

評価

（ A～D）

第４ 次

評価方法

（ 参考）

（ S～C）

1
０ 歳児の育児相談、 ６ か月児育児相談におけ

る 栄養相談
葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

2 離乳食の作り 方教室 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

3 食育活動 子ども 未来課 A A

4 あそび、 子育ておし ゃべり サロ ン 子ども 未来課 A A

◎ 5 公立こ ども 園における 食育推進事業 こ ども 園課 A A

6 食育講習会 学校給食課 A A

7 しずま え新聞の発行 水産漁港課 A A

◎ 8 しずおかカラ ダにeat75 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

◎ 9 食に関する 指導 学校給食課 A A

10 静岡市版食事バラ ンス ガイ ド 健康づく り 推進課 A A

11 食育の日、 食育月間の普及啓発 健康づく り 推進課 A A

12 食育ホ ームページ 健康づく り 推進課 A A

13
食の安全・ 安心ホームページ「 たべしずねっ

と 」
食品衛生課 B B

14 保育フェ アでの食育展示 こ ども 園課 A A

15 農水産物の情報発信
農業政策課

水産漁港課
A B

16 啓発資料の作成 学校給食課 A A

◎ 17 食に関する 情報発信 学校給食課 A A

18 食の安全・ 食育に関する 資料の展示 中央図書館 A A

19 食育の日、 食育月間の普及啓発 静岡市食生活改善推進協議会 A B

20 健康ま つり 静岡市食生活改善推進協議会 A A

21
第４ 次食育推進基本計画の重点課題の解決と

目標達成のための取組
関東農政局 A A

◎ (8)再掲 しずおかカラ ダにeat75 健康づく り 推進課 A A

◎ (9)再掲 食に関する 指導 学校給食課 A A

22 フ レ ッ シュ マタ ニティ 教室 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

23 １ 歳６ か月児健康診査における 栄養相談 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

24 ３ 歳児健康診査における 栄養相談 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

(8)再掲 しずおかカラ ダにeat75 健康づく り 推進課 A A

25 おやこ の食育教室 静岡市食生活改善推進協議会 A S

26 給食参観 静岡市私立幼稚園連合会 A A

◎ 27 栄養素について学ぶ 静岡市私立幼稚園連合会 A A

◎ 28 元気で長 生き 栄養講座 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

29 男性料理教室 静岡市食生活改善推進協議会 D C

30 高齢者向け教室 静岡市食生活改善推進協議会 A S

31 食育教室（ 学校・ 幼稚園等） 静岡市食生活改善推進協議会 B B

目標６：主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を

１日２回以上ほぼ毎日食べている市民の割合

H28:57.7% ⇒R5:70% 以上

全４ 事業

第３ 次静岡市食育推進計画 各目標別登載事業一覧（ 評価結果比較）

目標・ 目標数値・ 事業数 重点事業 № 事業名 担当課・ 団体

評価結果

目標１：食育に関心を持つ若い世代の割合

H28:78.7%⇒R5:85%以上

全７事業

目標２：朝食を欠食する若い世代の割合

20歳代： H28:43.4% ⇒R5:35% 以下

30歳代： H28:29.7% ⇒R5:25% 以下

目標３：情報を得るために行動する若い世代の
割合

R5:80% 以上

全12事業

目標４：女性（２０歳代）のやせ（低体重）の割合

H28:30.4%⇒R5:20%以下
全２事業

目標５：主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を
１日２回以上ほぼ毎日食べている若い世代の割

合

H28:43.2% ⇒R5:55% 以上

全７ 事業



32 健康ま つり における 栄養相談 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

33 ヘルス アッ プ食事相談 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

◎ 34 食生活サポート 講座 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

35 健康相談（ 随時） 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 A A

36 栄養成分表示促進事業 食品衛生課 A A

37 健康教室 児童生徒支援課 B B

38 しずおかアク ティ 部 静岡県給食協会 D C

39 栄養士研修会 静岡県給食協会 A A

40 調理師資質向上対策事業 静岡県調理師会 B B

◎ 41 生活習慣病予防教室 静岡市食生活改善推進協議会 A S

◎ 42 食の安全教室 食品衛生課 A A

43
食の安全・ 安心に関する

リ ス ク コ ミ ュ ニケーショ ン
食品衛生課 A A

44 給食施設研修事業 食品衛生課 A A

(39)再掲 栄養士研修会 静岡県給食協会 A A

45 衛生講習会 静岡県給食協会 A A

46 見学研修会 静岡県給食協会 A A

47
グリ ーコ ンシュ ーマー講座

⇒（ 仮） エシカル消費と 家庭の食卓
しずおか市消費者協会 A A

48 「 食品衛生月間」 街頭広報活動 静岡市食品衛生協会 A A

49 「 静岡食協ニュ ース 」 の編集・ 発行 静岡市食品衛生協会 A A

50
地域のお祭り 等の「 バザー等開催届」 提出団体へ

の消毒薬の提供
静岡市食品衛生協会 A B

51 歯つら つ健口講座 健康づく り 推進課 A A

◎ (9)再掲 食に関する 指導 学校給食課 A A

52 夏休み親子「 歯」 の教室～ミュータンス探検隊～ 健康づく り 推進課 A A

53 歯みがき 巡回指導 健康づく り 推進課 A A

54 歯みがき ス タ ート 教室 健康づく り 推進課 A A

55
１ 歳６ か月・ ３ 歳児健康診査における 歯科相

談
健康づく り 推進課 A A

56 乳幼児むし 歯予防事業（ 委託） 健康づく り 推進課 A A

57 フ ッ 化物洗口法によ る むし 歯予防事業 健康づく り 推進課 A A

◎ 58 歯周病検診 健康づく り 推進課 A A

59 妊婦歯科健診 子ども 家庭課 A A

60 歯と 口の健康 静岡市食生活改善推進協議会 A S

61 おやこ 食育教室 葵・ 駿河・ 清水区健康支援課 B B

62 サマーキャ ンプ 子ども 会連合会 A A

◎ 63 楽し く 子育て応援教室 静岡市食生活改善推進協議会 A A

◎ 64 食品ロ ス 削減対策事業 ごみ減量推進課 A S

65 ス マート ク ッ キング 静岡市食生活改善推進協議会 B B

目標７：生活習慣病予防や改善のために、適切
な食事や定期的な運動を継続して実施している

市民の割合

H28:60.6% ⇒R5:65% 以上

全10事業

目標８：食品の安全性について基礎的知識を持

つ市民の割合

H28:65.8% ⇒R5:70% 以上

全10事業

目標９：ゆっくり噛んで味わって食べるなど食べ

方に関心のある市民の割合

H28:38.6% ⇒R5:45% 以上

全２ 事業

目標１０：定期的に歯科健診を受診している市民

の割合

H28:52.8% ⇒R5:60% 以上

全９ 事業

目標１１：毎日１回以上家族や友人等と一緒に食

事をする市民の割合

H28:81.0% ⇒R5:85% 以上

全３ 事業

目標１２：食品ロス削減のために行動している市

民の割合

H28:50.3% ⇒R5:55% 以上

全２ 事業



66 静岡市認定農業者協会「春の市・秋の市・冬の市」
静岡市認定農業者協会

農業政策課
A A

67 産業フェ アしずおか
農業政策課

水産漁港課
A A

68 用宗漁港ま つり
清水漁業協同組合

水産漁港課
B C

◎ 69 地場産物を 取り 入れた献立の提供 学校給食課 A A

70 地産地消活動（ 商店街・ 店頭販売） 静岡市農業協同組合 A A

71 しずおか畜産ま つり 静岡市農業協同組合 A A

72 地元の海産物 清水漁業協同組合 A A

◎ 73 し ら すを食べる 会 清水漁業協同組合 A A

◎ 74 地産地消活動（ 商店街・ 店頭販売） 清水農業協同組合 A A

75 アグリ フェ ス タ し みず 清水農業協同組合 A A

76 清水港マグロ ま つり 海洋文化都市政策課 A A

77 アグリ チャ レ ンジパーク 蒲原活用事業 農業政策課 A A

78 しずま え漁業見学ツ アー 水産漁港課 A A

79 親子し いたけ種駒打ち教室 中山間地振興課 A A

80 親子食農体験「 ソ レ イ ユく ら ぶ」 静岡市農業協同組合 A A

81 出張加工品づく り 教室 静岡市農業協同組合 A A

82 農業体験教育事業 静岡市農業協同組合 A A

◎ 83 生消菜言倶楽部 静岡市農業協同組合 A A

84 体験学習 私立幼稚園連合会 A A

85 タ タ ミ 干し 作り 体験と 体験乗船 清水漁業協同組合 A A

86 出前講座 清水農業協同組合 A A

87 農業体験教育事業 清水農業協同組合 A A

88 ラ イ フ ス テージに応じ た各種食育推進講座 生涯学習推進課 A A

◎ 89 食育応援団 健康づく り 推進課 A A

90 都市山村交流センタ ーの活用 中山間地振興課 C C

◎ (69)再掲 地場産物を 取り 入れた献立の提供 学校給食課 A A

91 調理技術研修会 静岡県給食協会 D C

92 食文化・ 食育普及啓発 静岡県調理師協会 B B

93 子育てト ーク ・ おやつ教室 静岡市食生活改善推進協議会 B C

94 じ ま んの「 し ょ く 」 フェ ス タ 静岡市農業協同組合 A A

◎ 95 お茶の美味し い入れ方教室 農業政策課 B B

96 茶育・ 食茶の推進 静岡市食生活改善推進協議会 B C

97 お茶育 静岡市農業協同組合 A A

98 緑茶を 飲も う 静岡市私立幼稚園連合会 A A

目標１３：地元（静岡市）で生産された物を日頃

から購入するようにしている市民の割合

H28:23.6% ⇒R5:30% 以上

全10事業

目標１４：農林漁業体験をしたことがある市民の

割合

H28:34.3% ⇒R5:40% 以上

全12事業

目標１５：地域や家庭で受け継がれた伝統的な

料理や作法などを継承している市民の割合

H28:28.4% ⇒R5:35% 以上

全８ 事業

目標１６：茶葉から入れた緑茶を飲む市民の割

合

H28:53.3% ⇒R5:60% 以上

全４ 事業



第４ 次静岡市食育推進計画における
重点事業実施計画個票

静岡市健康づく り

資料２
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地産地消活動（ 商店街・ 店頭販売） （ 清水農業協同組合） ・ ・ ・ ・ ・ 16

し ら すを食べる 会（ 清水漁業協同組合） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 17

生消菜言倶楽部（ 静岡市農業協同組合） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 18

食育応援団（ 健康づく り 推進課） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 19

お茶の美味し い入れ方教室（ 農業政策課） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 20



基本方針 基本施策 № 事業名

（ １ ） 栄養バラ ンス に配慮し た

   食生活の実践
1 元気で長 生き 栄養講座

2 食生活サポート 講座

3 生活習慣病予防教室

（ ３ ） 食品の安全・ 安心に関する

          知識の習得
4 食の安全教室

5 歯周病検診

6 楽し く 子育て応援教室

7 公立こ ども 園における 食育推進事業

8 食に関する 情報発信

9 食に関する 指導

10 しずおかカラ ダにeat75

11 栄養素について学ぶ

（ ７ ） 環境に配慮し た食生活の実践 12 食品ロ ス 削減対策事業

13 地場産物を取り 入れた献立の提供

14 地産地消活動（ 商店街・ 店頭販売） 清水農業協同組合

15 し ら すを 食べる 会 清水漁業協同組合

（ ９ ） 農林漁業生産者と 消費者と の交流 16 生消菜言倶楽部

17 食育応援団

18 お茶の美味し い入れ方教室

誰
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が
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な
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続

可

能

な

食

を
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え

る

環

境

の

醸

成

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業一覧

◎重点事業・ ・ ・ 計画の目標数値を 達成する 上で最も 影響のある 事業

担当課・ 団体

葵・ 駿河・ 清水区役所健康支援課

（ ２ ） 適正体重や減塩等に配慮し た

   食生活の実践

葵・ 駿河・ 清水区役所健康支援課

静岡市食生活改善推進協議会

食品衛生課

健康づく り 推進課

こ ども 園課

学校給食課

学校給食課

静岡市食生活改善推進協議会

静岡市農業協同組合

健康づく り 推進課

農業政策課

健康づく り 推進課

静岡市私立幼稚園連合会

ごみ減量推進課

学校給食課

（ ５ ） 食育の普及啓発・ 情報発信

（ ６ ） 規則正し い食習慣の実践

（ 10） 食文化の継承

（ ４ ） よ く 噛んで食べる こ と や

楽し く 食べる 経験を通じ た食生活の推進

（ ８ ） 地産地消の推進

1



①

②

③

R11 R12

食育教室・ イ ベント 等の開催 １ 回

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

A
実際に試食する こ と で１ 皿70gの野菜量

について知る こ と ができ た
野菜に関する 啓発資料の配布や、 野菜のおかず（ 70g） を試食する こ と で、

１ 日の目標野菜摂取量（ 350g） を認識する

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

S
アン ケート によ り 、 不足している 学生が

「 今後、 頑張って食べる よ う にし たい」

と 87% が回答し た

野菜が不足している と 認識している 学生が「 今後、 意識して野菜料理を食

べる 」 と 回答し た割合 80% 以上

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

A
次年度に向けて、 継続的に開催ができ る

よ う に計画を している
大学、 学食、 市と 連携する こ と で、 若い世代の野菜不足等への課題等を共

有する

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

A
アン ケート の学生の感想よ り 「 野菜摂取

量を 増やし たい」 と いう 声が多かっ た若い世代の野菜摂取量の増加

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針

・ 大学等と 連携し 、 学生を対象と し た野菜摂取量の測定や食育SATシス テ

ムの体験会を実施

・ 野菜のおかず（ 70g） の試食

評価

(S ~ C)
評価の理由

 令和12年度末目標値 食育教室やイ ベント 等を通じ 、 若い世代の食に関する 野菜不足等の課題改善

基本方針 若い世代が食を 楽し み、 食の大切さ を 知る 食育の推進

主な基本施策 （ ６ ） 規則正し い食習慣の実践

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 主食、 主菜、 副菜を組み合わせた食事を１ 日２ 回以上ほぼ毎日食べている 若い世代の割合　 5 0 ％以上

A 事業は適切に行う こ と ができ た総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

【 記入例】 第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 1 0 　 し ずおかカラ ダにea t7 5

担当課・ 団体 健康づく り 推進課

取組内容 民間事業者・ 高校・ 大学等と 連携し 、 食育教室やイ ベント を開催。 若い世代の「 食」 を通じ た健康づく り 事業を実施

現状・ 課題
（ 現状） 若い世代の食に関する 課題が他年代と 比べて、 多い傾向にある
（ 課題） 若い世代が健全な食生活を次世代へつなげていく こ と ができ る 食育の推進

実績を入力（ 〇回、 実施・ ・ ・ など）

評価指標を追加・ 変更等を行ったら 追加し て入力

基本方針・ 主な基本施策・ 主な数値目標につ

いては第４ 次計画よ り 記載。

【 評価について】

各目標に対し て、

105％以上達成・ ・ ・ S評価

90％以上105％未満達成・ ・ ・ A評価

70％以上90％未満達成・ ・ ・ B評価

70％未満達成・ ・ ・ C評価

2



①

②

③

R11 R12

講座の開催

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

教室アンケート よ り 、 「 バラ ンス のと れた食事について理解でき た」 と 回

答する 参加者の割合 80％以上

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

教室アンケート よ り 、 「 今後の生活にバラ ンス のと れた食事を毎食食べる

こ と を取り 入れたい」 と 回答する 参加者の割合 75％以上

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

家庭での実践につなげる ため、 レ シピ 配付や調理実習・ 試食等を行う

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

教室アンケート にて参加者の理解度 80％以上、 満足度 80％以上

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
・ 調理実習、 試食の実施によ り 実践につなげ、 共食の推進を図る

・ 参加者数を増やすため、 生涯学習施設と の共催やPR活動等を行う

評価

(S ~ C)
評価の理由

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

 令和12年度末目標値 教室アンケート にて参加者の理解度 80％以上、 満足度 80％以上

基本方針 誰も が生涯健康で心豊かな食生活の実現

主な基本施策 （ １ ） 栄養バラ ン ス に配慮し た食生活の実践

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 主食、 主菜、 副菜を組み合わせた食事を１ 日２ 回以上ほぼ毎日食べている 市民の割合　 6 0 ％以上

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 １ 　 元気で長生き 栄養講座

担当課・ 団体 葵・ 駿河・ 清水区役所健康支援課

取組内容 低栄養予防についての講話、 簡単な調理実習・ 試食を行い、 高齢期の食生活について学ぶ

現状・ 課題
（ 現状） 参加者の理解度・ 満足度も 高く 、 低栄養予防に関する 知識の普及や共食の場と なっている
（ 課題） 参加者の確保
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①

②

③

R11 R12

講座の開催

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

教室アンケート よ り 、 「 自分にあった食事の量が理解でき た」 と 回答する

参加者の割合 60％以上

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

教室アンケート よ り 、 「 今後の食生活の中で適切な食事量を摂取してい

く 」 と 回答する 参加者の割合 60％以上

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

家庭での実践につなげる ため、 レ シピ 配付や調理体験・ 試食等を行う

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

教室アンケート にて参加者の理解度 80％以上、 満足度 80％以上

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
・ 年14回実施

・ 食事量や食事バラ ンス についての知識普及

評価

(S ~ C)
評価の理由

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

 令和12年度末目標値 教室アンケート にて参加者の理解度 80％以上、 満足度 80％以上

基本方針 誰も が生涯健康で心豊かな食生活の実現

主な基本施策 （ ２ ） 適正体重や減塩等に配慮し た食生活の実践

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 生活習慣病予防や改善のために、 適切な食事や定期的な運動を継続し て実施し ている 市民の割合　 7 5 ％以上

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 ２ 　 食生活サポート 講座

担当課・ 団体 葵・ 駿河・ 清水区役所健康支援課

取組内容 講話や調理体験を通し て適切な食事量を知り 、 生活習慣病の予防改善を行う

現状・ 課題
（ 現状） 参加者の理解度・ 満足度も 高く 、 適切な食事についての知識の普及ができ ている
（ 課題） 参加者の確保
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①

②

③

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 ３ 　 生活習慣病予防教室

担当課・ 団体 静岡市食生活改善推進協議会

取組内容 減塩料理を家庭でも 実践でき る よ う 、 講話や調理実習を通し て、 生活習慣病予防のための知識を身につける

現状・ 課題
（ 現状） 参加者の理解度・ 満足度も 高く 、 適切な食事についての知識の普及ができ ている
（ 課題） 参加者の確保、 広報の工夫

 令和12年度末目標値 各地区で年２ 回以上開催し 、 減塩等の知識について啓発する

基本方針 誰も が生涯健康で心豊かな食生活の実現

主な基本施策 （ ２ ） 適正体重や減塩等に配慮し た食生活の実践

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 生活習慣病予防や改善のために、 適切な食事や定期的な運動を継続し て実施し ている 市民の割合　 7 5 ％以上

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

市食推協の全９ 地区において、 年２ 回以上開催

市民が継続的に受講し 、 減塩等についての知識を学ぶ

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
・ 年18回実施

・ 減塩等の知識について啓発し 、 家庭での実践につなげる

評価

(S ~ C)
評価の理由

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

減塩がなぜ必要なのか、 減塩の工夫について知る 参加者の増加

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

自身の食生活において減塩の必要性などについて気づく こ と で、 継続的に

実践する 参加者の増加

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

食推協の各々の教室について周知し 、 活動について理解する 市民の増加

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

R11 R12

教室の開催

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

5



①

②

③

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 ４ 　 食の安全教室

担当課・ 団体 食品衛生課

取組内容 小学生等を対象に、 食の安全に関する 知識の向上が図ら れる よ う 、 食中毒や添加物等の講話を行う

現状・ 課題
（ 現状） 毎年一定数の教室の応募があり 、 概ね高い満足度を得ている
（ 課題） 応募数によ っては担当課の負担増と なる 場合も ある ため調整が必要

 令和12年度末目標値 年９ 回の教室を開催し 、 食中毒・ 添加物等の知識について啓発する

基本方針 誰も が生涯健康で心豊かな食生活の実現

主な基本施策 （ ３ ） 食品の安全・ 安心に関する 知識の習得

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 食品の安全性について基礎的知識を持つ市民の割合　 7 0 ％以上

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

受講後アンケート にて「 今日の話を普段の生活に役立ててみたい」 と 回答

し た参加者 50％以上

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針 ・ 小学校等で食中毒・ 添加物等についての講話を年12回実施
評価

(S ~ C)
評価の理由

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

受講後アンケート にて「 よ く わかった・ わかった」 と 回答し た参加者

85％以上

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

受講後アンケート にて「 家族に話してみたい」 と 回答し た参加者 55％以

上

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

食の安全教室をやむを得ない場合を除いて、 100％依頼に応じ る

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

R11 R12

安全教室の開催

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10
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①

②

③

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 ５ 　 歯周病検診

担当課・ 団体 健康づく り 推進課

取組内容 満4 0 歳になる 市民を対象に「 無料の歯周病検診」 を実施

現状・ 課題
（ 現状） 成人健診ま る わかり ガイ ド の配布を通じ 、 検診制度が市民へ周知さ れつつある
（ 課題） 受診者数増加のために、 幅広い周知活動が必要

 令和12年度末目標値 成人健診ま る わかり ガイ ド の配布を通じ 、 検診制度を市民へ周知し 、 受診行動につながっている 状態

基本方針 誰も が生涯健康で心豊かな食生活の実現

主な基本施策 （ ４ ） よ く 噛んで食べる こ と や楽し く 食べる 経験を 通じ た食生活の推進

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 定期的に歯科健診を受診し ている 市民の割合　 8 5 ％以上

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

歯周病検診を通じ て、 定期的な歯科健診の受診を促す

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
・ 検診の委託実施

 検診制度の周知に加え、 歯周病の恐ろし さ に関する 周知啓発

評価

(S ~ C)
評価の理由

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

歯周病検診を受診する こ と で、 自身の口腔内状況を把握する

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

歯周病検診の受診者数の増加

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

「 成人健診ま る わかり ガイ ド 」 を市民全世帯に配布

歯ピ カ検診無料受診券の他に、 ト リ プル健診無料受診券の送付

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

R11 R12

受診者数

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10
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①

②

③

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 ６ 　 楽し く 子育て応援教室

担当課・ 団体 静岡市食生活改善推進協議会

取組内容
食育５ つの力と し て、 １ 食べ物の味がわかる 力　 ２ 食べ物の命を感じ る 力　 ３ 食べ物をえら ぶ力　 ４ 料理ができ る 力
５ 元気なから だが分かる 力を学び、 おやつづく り など料理をし て子ど も と その保護者が食を楽し む場を提供

現状・ 課題
（ 現状） 子ど も の頃から 望ま し い食生活を実践でき る よ う な知識の普及に取り 組んでいる
（ 課題） 食に関心のない保護者にも 参加をし ても ら う ための周知方法

 令和12年度末目標値 各地区で年１ 回以上開催し 、 共食の重要性等についても 啓発する

基本方針 誰も が生涯健康で心豊かな食生活の実現

主な基本施策 （ ４ ） よ く 噛んで食べる こ と や楽し く 食べる 経験を 通じ た食生活の推進

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 毎日１ 回以上家族や友人等と 一緒に食事をする 市民の割合　 8 5 ％以上

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

親子で食事を楽し む機会の増加

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
・ 年15回実施

 （ ふじ のく に食育教室も 含む）

評価

(S ~ C)
評価の理由

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

子育て世代が食事作り の楽し さ を知る

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

子育て世代が家庭で実践しやすいレ シピ の提供を行い、 親子で一緒に食卓

を囲む機会につなげる

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

食推協の各々の教室について周知し 、 活動について理解する 市民の増加

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

R11 R12

教室の開催

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10
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①

②

③

よ く 噛むこ と の食育活動の実施

R11 R12

毎月、 かみかみメ ニュ ーの提供

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

環境目標

行動目標を 達成する ために、 どんな環境を どのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を 達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム）

健康状態や生活の質(QOL)を いつま でに、 どこ ま で改善・ 向上さ せる かを 設定し た目標

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣など に関する 目標

学習目標

行動目標を 達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

よ く 噛んで食べる こ と が大切だと 感じ る よ う になっ た子ども の増加

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

よ く 噛んで食べる （ 30回噛む、 姿勢よ く 、 両方の歯で） 子ども の割合の増

加

環境目標

行動目標を 達成する ために、 どんな環境を どのよ う につく る か示し た目標

全園で「 よ く 噛んで食べよ う 」 の食育を 実施

かむこ と を 意識し た献立を 月１ 回以上実施及びかみかみ献立提供日にはか

みかみPOPを 掲示し 保護者へ情報提供

結果目標

（ アウ ト カム）

健康状態や生活の質(QOL)を いつま でに、 どこ ま で改善・ 向上さ せる かを 設定し た目標

以前と 比べてよ く 噛んで食べる よ う になっ た子ども の割合の増加

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
・ 「 かむ力」 の課題に対する 食育を 継続実施

・ 各こ ども 園の食育担当者等に対して食育活動の支援を 行う

評価

(S~ C)
評価の理由

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

 令和12年度末目標値 各こ ども 園での食育活動の継続 子ども の食に関する 課題を把握し 、 効果的に食育を 実施

基本方針 若い世代が食を 楽し み、 食の大切さ を 知る 食育の推進

主な基本施策 （ ５ ） 食育の普及啓発・ 情報発信

主な第４ 次食育推進

計画数値目標

・ 食育に関心を 持つ若い世代の割合　 8 5 ％以上
・ 食に関する 情報を 得る ために行動を する 若い世代の割合　 8 0 ％以上

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 ７ 　 公立こ ど も 園における 食育推進事業

担当課・ 団体 こ ども 園課

取組内容 体験や給食を 通し 、 食習慣の取得の啓発を 実施。 食育だよ り やレ シピ を 配布し 、 保護者への情報提供を 行う

現状・ 課題
（ 現状） 「 かむ力」 についての食育活動が実施でき ている
（ 課題） 子ど も の咀嚼力が弱く 、 継続的な支援が必要

9



①

②

③

R11 R12

栄養教諭・ 栄養士によ る TT授業

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

環境目標

行動目標を 達成する ために、 どんな環境を どのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を 達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム）

健康状態や生活の質(QOL)を いつま でに、 どこ ま で改善・ 向上さ せる かを 設定し た目標

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣など に関する 目標

学習目標

行動目標を 達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

食に関する 指導の全体計画作成において、 各種調査結果（ 既存の調査、 前

年度評価指標と し た項目を 含む） 、 観察等に基づき 、 自校の児童生徒の実

態を 表す具体的数値を 記述している 学校の割合 100％

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

栄養教諭・ 栄養士を 活用し た食に関する 指導を 各学年１ 回以上実施

環境目標

行動目標を 達成する ために、 どんな環境を どのよ う につく る か示し た目標

食に関する 指導の全体計画を作成している 学校の割合 100％

結果目標

（ アウ ト カム）

健康状態や生活の質(QOL)を いつま でに、 どこ ま で改善・ 向上さ せる かを 設定し た目標

「 好き 嫌いなく 食べよ う と している 」 児童生徒の割合 60％以上

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
各学年１ 回以上の「 食に関する 授業」 を 実施

各学校の状況に合わせて柔軟に対応する

評価

(S~ C)
評価の理由

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

 令和12年度末目標値 各学年１ 回以上実施し た食に関する 指導の割合95％（ 小学校94％、 中学校85％）

基本方針 若い世代が食を 楽し み、 食の大切さ を 知る 食育の推進

主な基本施策 （ ５ ） 食育の普及啓発・ 情報発信

主な第４ 次食育推進

計画数値目標

・ 食育に関心を 持つ若い世代の割合　 8 5 ％以上
・ 食に関する 情報を 得る ために行動を する 若い世代の割合　 8 0 ％以上

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 ８ 　 食に関する 情報発信

担当課・ 団体 学校給食課

取組内容 学校給食ウ ェ ブサイ ト 等を 活用し て、 食育に関わる 情報全般を 発信

現状・ 課題
（ 現状） R 5 に各学年１ 回以上実施し た割合8 9 .6 ％（ 1 2 6 校中1 1 2 校で実施）
　 　 　 　 R 5 の小中学校別実施率　 小学校9 2 .7 ％　 中学校8 3 .6 ％
（ 課題） 目標値の達成
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①

②

③

R11 R12

栄養教諭・ 栄養士によ る TT授業

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

食に関する 指導の全体計画作成において、 各種調査結果（ 既存の調査、 前

年度評価指標と し た項目を含む） 、 観察等に基づき 、 自校の児童生徒の実

態を表す具体的数値を記述している 学校の割合 100％

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

栄養教諭・ 栄養士を活用し た食に関する 指導を各学年１ 回以上実施

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

食に関する 指導の全体計画を作成している 学校の割合 100％

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

「 好き 嫌いなく 食べよ う と している 」 児童生徒の割合 60％以上

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
各学年１ 回以上の「 食に関する 授業」 を実施。 各学校の状況に合わせて柔

軟に対応する

評価

(S ~ C)
評価の理由

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

 令和12年度末目標値 各学年１ 回以上実施し た食に関する 指導の割合95％（ 小学校94％、 中学校85％）

基本方針 若い世代が食を 楽し み、 食の大切さ を 知る 食育の推進

主な基本施策 （ ６ ） 規則正し い食習慣の実践

主な第４ 次食育推進

計画数値目標

・ 栄養バラ ンス に関わる 食育を、 栄養教諭・ 栄養士を活用し て実施し た学校の割合　 1 0 0 ％
・ 学童期や思春期に関わる 食育を実施し た学校の割合　 8 0 ％以上

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 ９ 　 食に関する 指導

担当課・ 団体 学校給食課

取組内容 栄養教諭・ 栄養士が児童生徒へ食に関する 正し い知識と 望ま し い食習慣が身につく よ う 支援

現状・ 課題
（ 現状） R5 に各学年１ 回以上実施し た割合8 9 .6 ％（ 1 2 6 校中1 1 2 校で実施）
　 　 　 　 R5 の小中学校別実施率　 小学校9 2 .7 ％　 中学校8 3 .6 ％
（ 課題） 目標値の達成
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①

②

③

R11 R12

食育教室・ イ ベン ト 等の開催

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

野菜に関する 啓発資料の配布や、 野菜のおかず（ 70g） を試食する こ と で、

１ 日の目標野菜摂取量（ 350g） を認識する

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

野菜が不足している と 認識している 学生が「 今後、 意識して野菜料理を食

べる 」 と 回答し た割合 80% 以上

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

大学、 学食、 市と 連携する こ と で、 若い世代の野菜不足等への課題等を共

有する

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

若い世代の野菜摂取量の増加

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針

・ 大学等と 連携し 、 学生を対象と し た野菜摂取量の測定や食育SATシス テ

ムの体験会を実施

・ 野菜のおかず（ 70g） の試食

評価

(S ~ C)
評価の理由

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

 令和12年度末目標値 食育教室やイ ベント 等を通じ 、 若い世代の食に関する 野菜不足等の課題改善

基本方針 若い世代が食を 楽し み、 食の大切さ を 知る 食育の推進

主な基本施策 （ ６ ） 規則正し い食習慣の実践

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 主食、 主菜、 副菜を組み合わせた食事を１ 日２ 回以上ほぼ毎日食べている 若い世代の割合　 5 0 ％以上

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 1 0 　 し ずおかカラ ダにea t7 5

担当課・ 団体 健康づく り 推進課

取組内容 民間事業者・ 高校・ 大学等と 連携し 、 食育教室やイ ベント を開催。 若い世代の「 食」 を通じ た健康づく り 事業を実施

現状・ 課題
（ 現状） 若い世代の食に関する 課題が他年代と 比べて、 多い傾向にある
（ 課題） 若い世代が健全な食生活を次世代へつなげていく こ と ができ る 食育の推進
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①

②

③

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 1 1 　 栄養素について学ぶ

担当課・ 団体 静岡市私立幼稚園連合会

取組内容 乳幼児と その保護者に対し 、 ３ 種類の栄養素について、 身近な食材を用いて食育講話を行う

現状・ 課題
（ 現状） 子ど も に分かり やすく 工夫し て、 伝えている
（ 課題） 幼児のため理論的な理解は難し いため、 興味が持てる よ う な媒体等の検討

 令和12年度末目標値 各幼稚園で食育活動を実施

基本方針 若い世代が食を 楽し み、 食の大切さ を 知る 食育の推進

主な基本施策 （ ６ ） 規則正し い食習慣の実践

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 主食、 主菜、 副菜を組み合わせた食事を１ 日２ 回以上ほぼ毎日食べている 若い世代の割合　 5 0 ％以上

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

食べる こ と に興味を持ち、 栄養素について子ども なり に理解する

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
・ 食育に関して興味が持てる よ う な教材を利用し 、 栄養素などを伝えてい

く

評価

(S ~ C)
評価の理由

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

３ つの食品群が持つ体への働き と 、 食べる こ と に興味を持ち、 食べる こ と

が自身の体づく り の土台と なっている こ と を理解する

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

給食だよ り の３ 色に色分けさ れた使用材料の部分の説明を聞き ながら 、 色

を塗って確認する

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

給食だよ り を子ども でも 読める よ う に、 ひら がなで記載し 、 理解でき る よ

う に作成する

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

R11 R12

給食だよ り の赤・ 緑・ 黄色の色塗り

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10
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①

②

③

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 1 2 　 食品ロ ス 削減対策事業

担当課・ 団体 ご み減量推進課

取組内容 ごみ削減講座の開催、 3 0 ・ 1 0 運動の推進等を通じ て、 食品ロ ス 削減に対する 意識向上を図り 、 ごみ減量を推進。

現状・ 課題
（ 現状） 市民の食品ロ ス 削減に対する 意識向上を図っている 。
（ 課題） 食べ物を残すこ と が「 も ったいない」 と いう 意識が薄れている ため、 意識を変革さ せる 取組が必要。

 令和12年度末目標値 ・ 食品ロ ス 啓発機会の確保 年50回以上 ・ 市内事業者や団体と の連携によ る 幅広い啓発活動の実施

基本方針 持続可能な食を 支える 環境の醸成

主な基本施策 （ ７ ） 環境に配慮し た食生活の実践

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 食品ロ ス 削減のために行動をし ている 市民の割合　 7 5 ％以上

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

事業アンケート 等によ り 「 食品ロ ス 削減の取組を意識的に行っている 」 の

回答率 80％以上

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針

・ フ ード ド ラ イ ブ啓発キャ ンペーン 年２ 回実施

・ 出前講座 年40回実施

・ イ ンス タ グラ ムでの食品ロ ス 削減啓発に関連する 投稿 年10回実施

評価

(S ~ C)
評価の理由

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

食品ロ ス 削減に向けた意識の醸成を図る ために、 小・ 中・ 高校において出

前授業を実施

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

ス ーパー等における 「 手前どり 」 の推奨や、 「 フ ード ド ラ イ ブ」 への参加

等について、 イ ベント やキャ ンペーンで働き かける

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

家庭で発生している 食品ロ ス の量を把握し 、 減量をしていける よ う に「 食

品ロ ス 日記」 を実施

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

R11 R12

食品ロ ス 啓発機会の確保

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

他団体と の連携によ る 啓発活動
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①

②

③

ふる さ と 給食の日の実施

R11 R12

ふる さ と 給食週間の実施

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

環境目標

行動目標を 達成する ために、 どんな環境を どのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を 達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム）

健康状態や生活の質(QOL)を いつま でに、 どこ ま で改善・ 向上さ せる かを 設定し た目標

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣など に関する 目標

学習目標

行動目標を 達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

静岡の食べ物を 知っている 児童生徒の割合 72％

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

地域の地場産物や食文化について話題にしている 学校の割合 43％

環境目標

行動目標を 達成する ために、 どんな環境を どのよ う につく る か示し た目標

ふる さ と 給食週間における 地産地消40％以上

結果目標

（ アウ ト カム）

健康状態や生活の質(QOL)を いつま でに、 どこ ま で改善・ 向上さ せる かを 設定し た目標

学校給食で使われている 地場産物や郷土食について知っている 児童生徒の

割合 45％

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針 ・ 静岡市の学校給食における 地産地消率40％以上（ 経年評価）
評価

(S~ C)
評価の理由

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

 令和12年度末目標値 静岡市の学校給食における 地産地消率40％台を 維持

基本方針 持続可能な食を 支える 環境の醸成

主な基本施策 （ ８ ） 地産地消の推進

主な第４ 次食育推進

計画数値目標

・ 地元（ 静岡市） で生産さ れたも のを 日頃から 購入する よ う にし ている 市民の割合　 3 0 ％以上
・ 地域や家庭で受け継がれた伝統的な料理や作法など を 継承し ている 市民の割合　 3 5 ％以上
・ 郷土食・ 伝統料理を 月１ 回以上食べている 市民の割合　 3 0 ％以上

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 1 3 　 地場産物を 取り 入れた献立の提供

担当課・ 団体 学校給食課

取組内容 県内産食材や地域の食文化を 生かし た献立を 提供する

現状・ 課題
（ 現状） 学校給食における 地産地消率　 4 1 .3 ％（ ６ 、 1 1 月のふる さ と 給食週間中に調査）
（ 課題） 地産地消率を 伸ばすこ と は条件的に困難であ り 、 維持を 目指し ている
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①

②

③

R11 R12

地場産品の販売

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

組織ごと 来店客と の交流を通じ て、 地域の消費者が求める 農産物が何かを

知り 、 組織で共有する

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

研修会等への参加

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

地域の消費者へ食料の安定供給と 地産地消の増進を図る

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

継続して今後も 13組織で販売する

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
・ 継続実施する

・ 各地域女性組織中心に活動する

評価

(S ~ C)
評価の理由

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

 令和12年度末目標値 ・ 継続実施する   ・ 各地域女性組織中心に活動する

基本方針 持続可能な食を 支える 環境の醸成

主な基本施策 （ ８ ） 地産地消の推進

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 地元（ 静岡市） で生産さ れたも のを日頃から 購入する よ う にし ている 市民の割合　 3 0 ％以上

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 1 4 　 地産地消活動（ 商店街・ 店頭販売）

担当課・ 団体 清水農業協同組合

取組内容 地場産品の販売

現状・ 課題
（ 現状） 各地域女性組織を 中心に活動
（ 課題） 継続実施
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①

②

③

R11 R12

イ ベン ト の開催

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

イ ベント で試食や体験等を通して、 地元の水産物について知っても ら う

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

イ ベント を計画通り に実施する

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

イ ベント 主催者と 協議し ながら 、 PR活動を実施

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

地元ブラ ンド （ し ら す） の普及啓発

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針 ・ 地元ブラ ンド （ し ら す） の普及啓発の継続
評価

(S ~ C)
評価の理由

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

 令和12年度末目標値 ・ 地元ブラ ンド （ し ら す） の普及啓発の継続

基本方針 持続可能な食を 支える 環境の醸成

主な基本施策 （ ８ ） 地産地消の推進

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 地元（ 静岡市） で生産さ れたも のを日頃から 購入する よ う にし ている 市民の割合　 3 0 ％以上

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 1 5 　 し ら すを 食べる 会

担当課・ 団体 清水漁業協同組合

取組内容 よ り 多く の方に、 し ら すなどの静岡市水産物の良さ を知っても ら い、 消費者と 生産者を結び付け、 地元の水産物に触れる 機
会を提供

現状・ 課題
（ 現状） 近年、 し ら す漁不漁が続き 魚価高騰のため、 原魚確保が困難
（ 課題） し ら すの好不漁があり 、 生し ら すの提供ができ る か不明
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①

②

③

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 1 6 　 生消菜言倶楽部（ せいし ょ う なご んく ら ぶ）

担当課・ 団体 静岡市農業協同組合

取組内容 生産者と 消費者によ る 農作業や加工品作り の実施や意見交換を行う

現状・ 課題
（ 現状） 大豆やサツ マイ モのつる さ し から 収穫ま で、 一連の農作業を行っている
（ 課題） 女性部の高齢化に伴い、 実施方法等を検討する 必要がある

 令和12年度末目標値 年間７ 回開催、 参加者200人目標

基本方針 持続可能な食を 支える 環境の醸成

主な基本施策 （ ９ ） 農林漁業生産者と 消費者と の交流

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 農林漁業体験をし たこ と がある 市民の割合　 4 0 ％以上

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

年間コ ース の参加 80％以上

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
農産物の栽培から 収穫を通して、 生産者と 消費者が意見交換し 、 農業への

理解を深め、 地産地消を推進する

評価

(S ~ C)
評価の理由

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

参加者が農業に対して理解度を深める  80％

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

参加者が地元の農産物を前年度よ り 多く 購入する

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

参加者が市産農産物を理解する 場所を提供する

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

R11 R12

農作業体験

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

料理教室
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①

②

③

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 1 7 　 食育応援団

担当課・ 団体 健康づく り 推進課

取組内容 食育に取り 組む市民から の依頼によ り その内容にあった応援団を紹介する

現状・ 課題
（ 現状） 応援団講師の数が年々減少傾向にあり 、 一部の講師に負担がかかる 場合がある
（ 課題） 応援団講師を増やし ていく こ と が課題

 令和12年度末目標値 食育応援団パンフレ ッ ト の作成及び配布、 応援団派遣件数50件、 応援団講師の新規登録

基本方針 持続可能な食を 支える 環境の醸成

主な基本施策 （ 1 0 ） 食文化の継承

主な第４ 次食育推進

計画数値目標

・ 食育の推進に関わる ボラ ンティ ア団体等において活動する 市民の数　 1 ,5 0 0 人以上
・ 地域や家庭で受け継がれた伝統的な料理や作法などを継承し ている 市民の割合　 3 5 ％以上

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

市民が食育に関心を持って取り 組んでいる 状態

市民参加者数 1,100人以上

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
・ 食育応援団活動のPRやパンフレ ッ ト の作成及び配布

・ 応援団派遣件数 50件

評価

(S ~ C)
評価の理由

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

応援団の講師の活動内容を周知し 、 市民の継続的な食に関する 知識を得る

機会の増加

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

参加者が自身の食生活等に活かしていき たいと の感想をも つ

（ 実施報告書）

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

食育応援団の活動について市のSNS等で紹介し たり 、 応援団パンフレ ッ ト

を配布し 、 市民へ周知する

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

R11 R12

応援団派遣件数

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10
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①

②

③

第４ 次静岡市食育推進計画における 重点事業実施計画個票

第４ 次計画策定時の状況

事業名 1 8 　 お茶の美味し い入れ方教室

担当課・ 団体 農業政策課

取組内容 小学生が一人ひと り 茶器に触れ、 茶葉でお茶を入れる 体験を実施し 、 お茶の飲み比べや味の違いを体験する

現状・ 課題
（ 現状） 毎年多く の学校が希望し 、 実施後の満足度が高い
（ 課題） 事業実施ス ケジュ ールと カリ キュ ラ ムの関係で未実施になってし ま う 学校がある

 令和12年度末目標値 お茶の美味し い入れ方教室を希望する 全ての市内小学校で実施

基本方針 持続可能な食を 支える 環境の醸成

主な基本施策 （ 1 0 ） 食文化の継承

主な第４ 次食育推進

計画数値目標
・ 茶葉から 入れた緑茶を飲む市民の割合　 6 0 ％以上

総合的評価
取組方針に基づき 、 事業計画が適切に実施さ れていたか。

（ PDCAサイ ク ルに基づき 、 行われていたか）

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

家計調査において、 二人以上の世帯における 茶葉購入量が2,400gになる

令和６ 年度事業計画 令和６ 年度事業評価

取組方針
希望する 小学校に日本茶イ ンス ト ラ ク タ ーを講師と して派遣し 、 お茶の美

味し い入れ方教室を実施する

評価

(S ~ C)
評価の理由

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

授業を受けた児童及び保護者がお茶の美味し い入れ方と 静岡市の歴史や文

化を理解する

令和７ 年度事業計画

行動目標

結果目標を 達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

授業を受けた児童が、 お茶に関心を持つこ と で、 家庭でお茶を飲む機会の

増加

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

授業を受けた児童と 保護者にと って、 お茶が親し いも のになる

環境目標

行動目標を達成する ために、 どんな環境をどのよ う につく る か示し た目標

学習目標

行動目標を達成する ための知識、 態度（ 意識） 、 技術（ 能力） に関わる 目標

取組方針

結果目標

（ アウ ト カム ）

健康状態や生活の質(QOL)をいつまでに、 どこ まで改善・ 向上さ せる かを設定し た目標

行動目標

結果目標を達成さ せる ために求めら れる 生活習慣などに関する 目標

令和６ ～令和12年度の取組について

計画予定 前期 前期 前期（ 中間見直し ） 後期 後期 後期（ アンケート 調査） 後期（ 最終年度）

R11 R12

教室の実施

評価指標／年度 R6 R7 R8 R9 R10

20


